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　特別研究会は、東京大学生産技術研究所を中心とする大学教員（または教員グルー

プ）が主宰し、特定のテーマについて産業界との共同研究の企画や調査を通じ、大学

と産業界とのより深化した研究連携を行うものです。

　企業・団体・個人の方々は、ご関心のあるテーマについての特別研究会の活動に参

加することができます。

　特別研究会の運営は、画一的なものではなく、それぞれの特別研究会に相応しい

独自の方式で行われます。

　特別研究会は、

　　　■ 技術・市場動向調査

　　　■ 最新の研究成果・技術の産学相互の情報交換

　　　■ 研究開発課題の探査および設定

　　　■ 共同調査を通じた共同研究の企画

など幅広い活動をしています。

　この特別研究会での議論や調査成果に基づいて、より具体的な契約型の共同研究に

発展させることも念頭においています。

　

　産学の有機的連携を重視する「特別研究会」への参加をお待ちしています。

一般財団法人 生産技術研究奨励会
理事長　　小　林　敏　雄









ＦｒｏｎｔＣＯＭＰユーザー会
CFRP製高圧容器の設計と製造の高度化

RC-36





最新バイオ・マイクロ・ナノテク事情を考える

バイオ・マイクロ・ナノテク研究会 RC-52

竹内昌治
連絡先
　竹内昌治
　Tel ：03-5452-6545
　Fax ：03-5452-6544
　e-mail：takeuchi@iis.u-tokyo.ac.jp

代表幹事
　竹内昌治（東京大学 情報理工学系研究科 教授）

主旨
ナノバイオ、マイクロナノデバイス、バイオハイブリッド技術について探る。マイクロ流体デバイスを用い
るとなぜ高速、高感度な検出ができるのか。今、マイクロ・ナノの世界でバイオ・化学技術が激変している。
本研究会では、生産技術研究所でこの分野の最新研究に携わる教員らが周辺分野の研究者・企業関係者を招
き、医療、創薬、ＩＴ、環境、安心・安全などへの発展性を議論する。また、関連分野の最新の学会やジャー
ナルの報告を行なう。
キーワード：マイクロ流体デバイス、培養肉、バイオハイブリッド、人工臓器、神経インターフェース、創薬スクリーニング、　
　　　　　　フードテック、ヘルスケア、コスメトロジー、再生医療、生体保存、システムバイオ、遺伝子治療、
　　　　　　超高感度バイオ・環境センサ、バイオセンサーネットワーク、分子通信、ナノ材料、分子機械・ナノマシン、
　　　　　　自己組織化、バイオミメティクス、生体分子モータ、生体数値シミュレーション、膜タンパク質など
関 連 技 術：マイクロ・ナノファブリケーション、三次元組織工学、細胞培養、タンパク質精製、遺伝子操作、一分子観察、
　　　　　　非接触観察、生体信号計測、電気化学計測、免疫検査、数値計算等
関 連 学 会：microTAS、MEMS、Transducers、IEEE EMBS、TERMIS、生物物理学会、電気学会、 
　　　　　　化学とマイクロ・ナノシステム研究会

参　加　費：賛助員の場合　：20万円（別途賛助員年会費１口10万円がかかります）
　　　　　　 非賛助員の場合：30万円
　　　　　　 ※上記以外の参加形態もありますので、詳細はお問い合わせ下さい。
　　　　　　 参加人数による参加費の制限なし

定　　　 員：参加社数制限なし

運 営 方 法：特別研究会を年に４回、その他特別講演会など随時ご案内

膜タンパク質を特異的に
発現させた匂いセンサを

もつロボット

3次元組織構築技術を駆使して作製した
培養肉サイコロステーキ

iPS由来膵島細胞の移植のための
細胞ファイバ
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新たな ITS 活用フィールドを開拓する

駐車場ＩＴＳに関する特別研究会 RC-66

鈴木彰一
連絡先
　次世代モビリティ研究センター事務局
　Tel ：03-5452-6565
　Fax ：03-5452-6800
　e-mail ： its-sec@its.iis.u-tokyo.ac.jp

代表幹事
　鈴木彰一（東京大学 生産技術研究所 准教授）
幹事
　須田義大（東京大学 生産技術研究所 教授）
　大口　敬（東京大学 生産技術研究所 教授）
　田中伸治（横浜国立大学 教授）

主旨

参　加　費：賛助員の場合　：10万円（別途賛助員年会費１口10万円がかかります）
　　　　　　 非賛助員の場合：20万円
定　　　 員：特になし
運 営 方 法：２～３カ月に１回程度、定例研究会を開催。

 「駐車」は自動車の走行に伴って必ず発生する行為であり、ITSにおいても走行時と同じくらいの重要性をも

つべきものといえます。しかし、一部の都市で駐車場案内システムが稼働していることを除けば、他の走行支

援システムと比較するとITSサービスが十分に実用化されているとはいえない状況にあります。したがって、

駐車場および駐車行動を対象としたITS技術開発は今後大きな発展の可能性がある分野であり、これを高度化

することは自動車交通、さらには他の交通機関との連携も含めた包括的な交通システムの確立に大きく役立つ

ものと考えられるとともに新たなビジネス創出も期待できます。本研究会では、駐車場予約・駐車場内の運転

支援のようなドライバーにとってより実用的なサービス、パーク&ライド・カーシェアリング等のビジネスへ

の展開、次世代自動車・自動駐車等に対応する次世代の駐車場の研究・技術開発といった幅広い視点から、実

現可能性を検討します。
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より安全・快適で豊かな建築空間実現のために

人と非構造材と安全・快適な室内空間に関する研究会 RC-85

川口健一
連絡先
　張　天昊
　Tel ：03-5452-6403
　Fax ：03-5452-6405
　e-mail ：hikouzou@iis.u-tokyo.ac.jp

代表幹事
　川口健一（東京大学 生産技術研究所 教授）
幹事
　中楚洋介（東京大学 生産技術研究所 特任講師）
　張　天昊（東京大学 生産技術研究所 助教）

主旨

参　加　費：賛助員の場合　：50万円（別途賛助員年会費１口10万円がかかります）
　　　　　　 非賛助員の場合：60万円
定　　　 員：最小３社、最大10社
　　　　　　 1社あたり5名程度まで
運 営 方 法：年5回程度（1回2時間程度）の研究会を開催予定（状況によりオンライン開催）
　　　　　　 関連分野の研究者・実務者・技術者による講演並びに参加者同士の情報交換・意見交換を行う。

深層学習（ディープラーニング） による天井損傷の検出

笹子トンネルにおける非地震時の天井落下事故
(写真は internet より )

東日本大震災での天井落下事例

落下防止ネットへの天井板の落下実験

　天井・壁などの仕上げ材や設備機器などの「非構造材」は室内空間の快適性を司ると同時に、その落下事故
は室内空間の安全性に大きな影響を与える。非構造材の落下損傷は、地震時に限らず頻繁に発生しており、安
全なはずの室内空間を瞬時に非常に危険な場所に変えてしまう。またBCP（事業継続性）上も大きな問題である。
近年は大きな地震の度に天井材や設備機器の落下事故が起き非構造材の落下安全性は社会的にも重要な問題と
なっている。さらに、本来のCOVID-19ウィルス感染による災害は、with Coronaの状況下で安全な室内空間
や避難空間における非構造材の新たな機能や貢献の可能性をさらに問いかける状況になっている。
　本研究会は、現在様々な対策がとられつつある非構造材の落下防止や新しい天井材について最新の知見の情
報収集及び交換を目的とする。それらの病原体の感染制御、安全性、意匠性、断熱性能、音響性能、耐火性能
などに関して、専門家の知見を得ながら、知識の共有化を行い、内部空間を利用する「人」にとって、より安全・
快適で豊かな建築空間を実現するための、非構造材のあり方とその可能性について共に考える場とする。
　尚、研究会ではAI（ディープラーニング）により天井損傷箇所の発見をサポートするプログラムの試用も行う。
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IoT (Internet of Things) 実現の具体的道筋を考える

IoT 特別研究会 RC-88

野城智也

荻本和彦

連絡先
　橋本かおり（荻本和彦研究室秘書）
　Tel ：03-5452-6714
　Fax ：03-5452-6715
e-mail ：kaohashi@iis.u-tokyo.ac.jp

代表幹事
　野城智也（東京大学 生産技術研究所 教授）
幹事
　荻本和彦（東京大学 生産技術研究所
　　　　　　エネルギーシステムインテグレーション社会連携研究部門
　　　　　　特任教授）

主旨

参　加　費：賛助員の場合　：20万円（別途賛助員年会費１口10万円がかかります）
　　　　　　 非賛助員の場合：30万円
定　　　 員：特になし
運 営 方 法：3ヶ月に一度程度特別研究会を開催する。他のIoT検討団体との協業や、東京大学との共同研究を
　　　　　　 行う。

　世界的な脱炭素政策等により、ビッグデータ活用、AI 応用の急速な進展、自動車の電動化／ Autonomous
化など、新しいパラダイム実現への取り組みが加速されつつある。それらを支える基盤となる IoT (Internet 
of Things) には、ICT領域のみならず多様なThings 領域からの参入や事業化検討が国内外で進んでいる。
　IoT による多様な価値創造には、多種多様な Device を構成要素として必要とすることから、複数の事業者
の Device やサービスを組み合わせることが必須である。クラウド同士を接続すれば無限とも言える IoT サー
ビスを創造することは可能であるが、肝心の相互接続は、クラウドがいわゆるサイロ化していることが多いた
め、一つひとつの相互接続案件の協議に伴って多大な労力を必要とする状況にある。さらに、プライベートク
ラウドに収容されていない、いわゆるローカルタイプのデバイスも数多く存在する。
　多様な IoT サービスを素早く開発して提供するためには、このボトルネックとも言うべき相互接続に関する
不自由さの緩和が必要である。そこで本特別研究会は、標準化に依らない相互接続方策としてのインフラ・
IoT-HUBを研究開発し、産学連携による社会実装も既に完了している。
（https://www.u-tokyo.ac.jp/focus/ja/articles/z0205_00056.html）
　この IoT-HUBは、
▶　クラウドタイプ、ローカルタイプの両方に対応可能
▶　ドライバー方式によって素早く相互接続を実現でき、責任分界点も明確化
▶　HTTP以外のアプリケーションにも対応可能
▶　仮想デバイスにより、デバイスとアプリケーションを同時進行開発できる
▶　ブロックチェーンエンジン等様々な構成要素との接続も容易
▶　標準化活動に影響を与えない
　などの特長を備えている。
　今後、本研究会では、既存の COMMA ハウスとともに、IoT-HUB もテストベッドとして活用し、IoT ビジ
ネスの加速方法について検討を進める。多様な業界の方々の参加を歓迎するとともに、他の IoT 関係団体とも
協業しながら研究を推進する。
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既存経営資源の最大活用方策例
(オリックス㈱様講演を元にRC-88作成)

IoT-HUBの構成図 相互接続性の拡張方策例
（清水建設㈱様提供）



海を拓く現場計測研究会
深海観測技術のフロンティアを開拓する

RC-91

福場辰洋
連絡先
福場辰洋
　Tel ：03-5452-6482
　Fax ：03-5452-6213
e-mail ：domat91@iis.u-tokyo.ac.jp

代表幹事
　福場辰洋（東京大学 生産技術研究所 特任准教授）
幹事
　金　秀炫（東京大学 生産技術研究所 講師）
　下島公紀（東京海洋大学 学術研究院 海洋資源エネルギー学部門 教授）
　尾張聡子（東京海洋大学 学術研究院 海洋資源エネルギー学部門 助教）
　岡村　慶（高知大学 教育研究部 総合科学系 複合領域科学部門 教授）
　野口拓郎（高知大学 教育研究部 総合科学系 複合領域科学部門 准教授） 
　許　正憲（海洋研究開発機構 研究プラットフォーム運用開発部門 特任上席研究員）

主旨

　海洋における物理・化学・生物パラメータの計測技術は、現場型センサなどの開発により時空間的な測定限
界を克服しつつあり、長期・広域計測に加え、IoT技術と連携した分散センシングなどの新たな試みも始まっ
ている。これらの海洋計測技術は、沿岸域から深海、そして海底下も含めた海洋環境の科学的根拠に基づく継
続的な調査に有用であり、計画的な海洋の利用に不可欠な要素となっている。SDGs時代を迎え、海洋生物資
源の保全と持続的な利用に資するための基盤となる、海洋情報の全容を把握するためのツールとして、高度な
調査手法とそれを支える計測技術は今後さらなる発展が予想される研究分野であり、また国際的な競争も激し
くなると予想される。そこで、先端技術の民間企業への技術移転などによって我が国の次世代海洋調査を強力
に推進するためのロードマップ策定の必要性が高まっている。
　本研究会では、新たな計測技術に基づいた海洋調査技術のフロンティアについて情報交換するフォーラムを
開催し、研究開発のトレンド・市場ニーズ・共同研究のあり方などのトピックについて多角的に議論を行うと
共に、積極的なフィールドの利活用の促進によって研究者や民間企業の新たな計測技術の展開に貢献する。

参　加　費：賛助員の場合　：20万円（別途賛助員年会費１口10万円がかかります）
　　　　　　 非賛助員の場合：30万円
　　　　　　※上記以外の参加形態もありますので、詳細はお問い合わせ下さい。
定　　　 員：参加企業数の制限なし
運 営 方 法：年４回程度の研究会を生産技術研究所所内または幹事所属の所外機関等において開催する。
 年１回程度のフィールド観測会を国内のフィールド等において開催する。

（上）海底下観測プラットフォーム（スピア
 ヘッド）の海中投入（高知大学）
（下）海洋現場計測用マイクロ流体デバイス
 （東京大学・JAMSTEC）

AUVと小型化学センサにによる海洋計測（QICSプロジェクト、東京海洋大学）

2021年度　特別研究会



食料生産技術特別研究会
工学と農学の融合により革新的な食料生産技術を開発、日本農業のあらたな市場を創る

RC-93

沖　一雄

巻　俊宏

連絡先
　齋藤紘子（沖一雄研究室）
　Tel ：03-5452-6128
　Fax ：03-5452-6383
　e-mail：hisaito@g.ecc.u-tokyo.ac.jp

代表幹事
　沖　一雄（東京大学 生産技術研究所 特任教授）
　巻　俊宏（東京大学 生産技術研究所 准教授）
幹事
　前田正史（京都先端科学大学 学長）
　堤　伸浩（東京大学大学院 農学生命科学研究科 教授）
　藤原　徹（東京大学大学院 農学生命科学研究科 教授）
　岩田洋佳（東京大学大学院 農学生命科学研究科 准教授）

主旨

　世界的な人口増加と共に食料生産の需要は年々拡大しつつある一方、海外の大規模な食料生産企業に国内市
場が奪われる危険性が叫ばれている。
　本研究会では、最先端の工学と農学の融合により、我が国の農業を世界的な市場に打って出られる産業とし
て確立するための食料生産技術を展望したい。特に、乾燥地、砂漠地などに展開可能な作物、病気に強い食料
生産技術開発は喫緊な課題と考えている。
　期待される技術としては、高速育種、革新的種苗生産技術、環境センサとネットワーク、画像による作物管
理、自律移動ロボット、作物の栄養と付随効果、食物による医療、高付加価値作物の開発などがある。
　参加を期待している業界は、ゲノム解析技術会社、細胞育成会社、ネットワークベンダー、画像解析企業、
食品会社、医薬業企業、商社、農業会社ほか、食料生産に興味のある全ての企業である。

参　加　費：賛助員の場合　：40万円（別途賛助員年会費１口10万円がかかります）
　　　　　　 非賛助員の場合：50万円
定　　　 員：最大20社
運 営 方 法：年３回程度の特別研究会合の開催に加え、研究会を随時開催する。

2021年度　特別研究会





災害対応トレーニングセンターの建設・運営に向けた研究会
日本に本格的な災害対応トレーニングセンターを建設・運営

RC-95

沼田宗純
連絡先
　沼田宗純
　Tel ：03-5452-6445
　Fax ：03-5452-6438
e-mail：numa@iis.u-tokyo.ac.jp
URL：http://tdmtc.tokyo/

代表幹事
　沼田　宗純（東京大学 生産技術研究所 准教授）
　伊藤　哲朗（東京大学 生産技術研究所 客員教授）
　目黒　公郎（東京大学 生産技術研究所 教授）

チャイタニャ クリシュナ（東京大学 生産技術研究所 特任助教）

主旨

「背景」
　日本は毎年多くの災害に苦しんでいるが、米国のように、
「標準システム（ICS）」と「災害対応トレーニングセン
ター」が無いために、効率的な災害対応の向上が難しい。
　結果として、2016年熊本地震を例示するまでもなく、
災害発生後の混乱状況の中で、多くの行政職員は何をやっ
たらよいのかが分からない状況に陥ってしまう。一般的に
この状況は被災市町村で最も顕著であるが、都道府県や国
家中央政府であっても、改善の余地は大きい。

「狙い」
　大きな災害が頻発する我が国において、今の状況では、
効率的な災害対応は望めない。また、現在の我が国の少子
高齢人口減少や財政的な制約を考えれば、防災における
「自助・共助・公助」の中で、今後の「公助」の不足は
「自助と共助」で補う必要がある。そのためには安定的な
雇用と優秀な人材の参画による国際競争力の高い防災産業
の発展が重要である。
　そこで本研究会では、市町村、都道府県、国の行政職員
をはじめ、地域の自治組織、災害ボランティア等の災害対
応能力を高めるために、恒常的な教育訓練施設の構築を目
指し、教育・訓練カリキュラムの体系化、施設の建設、管
理運用について検討を深め、その実現に向けた具体的な可
能性を探る。

「計画概要」
　本研究会では、我が国の経験・教訓に基づく｢行政機関及
び地域における災害対応の基本原則の確認｣及びこれを踏ま
えた「災害対応標準化システムの構築」、「災害対応トレー
ニングセンターの建設」による実践的な訓練のあり方を探
り、①具体的な災害対応訓練及び教育システムの標準化、
②我が国に適した災害対応トレーニングセンターを建設・
運用するために必要な構成要素の抽出を図り、災害対応ト
レーニングセンターの建設・運営を実現するための実施計
画を策定する。

参　加　費：賛助員の場合　：10万円（別途賛助員年会費１口10万円がかかります）
　　　　　　 非賛助員の場合：20万円
　　　　　　 上記の参加費で３人/１社まで参加可。
定　　　 員：参加社数制限なし
運 営 方 法：研究会は、年に７回程度で、外部有識者などを招いた講義、ワークショップの実施など。
　　　　　　 学外の施設の見学なども計画する。

2021年度　特別研究会























みをしない。

2021年度

ください。

下記連絡先まで電子メールでお申し込みください。
　連絡先：一般財団法人　生産技術研究奨励会　特別研究会係
　　　　　〒153－8505 東京都目黒区駒場４－６－１ 東京大学生産技術研究所内Dｗ４０５
　　　　　TEL：０３（５４５２）６０９５　　
　　　　　e-mail：renhisho@iis.u-tokyo.ac.jp
●ＨＰアドレス：http://www.iis.u-tokyo.ac.jp/shourei/ResearchCommitte/RC_2021.html
●特別研究会会員規則：http://www.iis.u-tokyo.ac.jp/shourei/ResearchCommitte/RC_gazou/rc2021/RC-kaiin-ki.pdf

2021年度

特別研究会会員規則に同意の上、お申し込みください。
いずれかに○をつけてください。
 ［　　］新規
 ［　　］継続（継続参加の場合も、年度毎に申込書をご提出ください。）
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